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「白絹病」にかかると、下葉が黄色に変

色し茎や葉が萎れ、根際の茎に、白い絹

状のカビが発生する。発生した株は早め

に処分する。また、春先にナメクジの食

害を受けることがある。 

草姿が乱れたら、支柱を添わせると上手

くまとまる。丈夫で放任してもよく育つ

が、乾燥を嫌うので地表を敷わらなどで

覆うとよい。晩秋に葉が黄色くなったら、

地上部を切除すると美観を保てる。 

在来のホトトギスに比べ、丈夫で暑さに

強い。寄せ植えもできるが乾燥と強い日

射を嫌うので、西日などが当たらない場

所がお薦め。ホトトギスとは草姿、花数

などが異なる点を確認し選ぶとよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ホトトギスは葉の付け根に花をつけるが、タイ

ワンホトトギスは茎の先にたくさんの花をつけ

る。 

Memo 

９月頃から枝分かれした茎の先にたくさんの花

をつける。強健な性質から、ホトトギスとの交

配品種や園芸品種が多く、花壇などの植え込み

にもよく植えられる。和名は花の紫色の斑点模

様がホトトギスの胸部に似ていることに由来す

る。台湾や沖縄の西表島に生育する多年草。 

生長：普通 特 記 

ユリ科（APGⅢ） 科 名 

夏緑／多年草／地被類等／草本植物 
／外来種・園芸品種 

  タイワンホトトギス 
 [ 台湾杜鵑草・台湾杜鵑 ]  


